
【取組内容】 ①児童に学びを委ねつつ、教科の深まりを担保するためのルーブリックの活用

児童に学びを委ねつつ、教科の深まりを担保するためにルーブリックの活用を重視している。Aは「全員に必ず達成させたい水
準」、Sは「Aを達成した児童が次に進む方向性を示す指針」としている。また、課題やルーブリックには、本時で働かせたい見
方・考え方が反映させるようにしている。学習中及び振り返りを書く際に児童に適宜確認させている。

春日井市立松原小学校（愛知県）【協力校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

③課題とルーブリックに正対した振り返りを書く（本時の最後３分間）

①本時の導入で示す課題とルーブリック ②自分で情報を集め、整理・分析する
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